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市民との対話事業 市長とふれあいトーク  

                         

実施日時 平成 25年 1月 17日（木） （13：30～14：30） 

実施場所 川治公民館 参加人数    10人 

参加対象 南中学校 PTA 

市側の出席者 市長 

企画政策課主任、主事 

懇談内容 １．発言者 

・地元を愛する子供たちを育てたいと取り組んでいる。芸術祭の話は取組

として夢と自信を与えてくれるものであった。今、夢や希望を持てない

子どもが多いが、十日町に就職したい、十日町市役所に勤めたいと願う

子どもがいる。頑張れば、自分がそこに勤められるという思いが子ども

に伝わるようにしていただきたい。 

A．市長 

・市役所組織のスリム化を進めるなかで、2 年くらい前から職員の採用は

控えてきた。これからは、団塊世代以降の大量退職が続くので、採用は

増えると思う。 

 

２．発言者 

・十日町にはクロアチアピッチという素晴らしい場所があるが、芝の養生

や価格の面で、小・中学校のチームは年に 2・3 回程度しか使えない。

練習会場として学校でもよいので、１か所どこかひとつ整備してもらえ

ないか。 

A．市長 

・今年は、なでしこのリーグ戦がクロアチアピッチで行われる予定である。

十日町の場合は野球育成には一生懸命ではあるが、サッカーも追いつい

ていかなければならないと思っている。 

 

３．発言者 

・南中学校校舎改修について、16項目の要望をしたが、できるだけ早く改

修工事をお願いしたい。 

A．市長 

・要望いただいたものには、給食棟など、やや大きなものも入っていたと

思うので、検討していきたい。 
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４．発言者 

・市あるいは警察、安協において、スピード、飲酒運転の根絶など交通安

全運動は活発だと思う。しかし、冬は道路幅員が狭くなり、歩行者への

水かけが起こる。歩行者への気配り、マナーについて、運転者へ何らか

の形で周知などをして欲しい。 

A．市長 

・最近、交通事故の犠牲者が増えた。一昨年は県内ワースト１で、心を痛

めた。昨年管内の死者は 3 名、前年の 10 名より少なくなった。警察や

安協など一生懸命対応していただき感謝している。雪道での運転や歩道

への駐車など、優しい良い街ではあると思うが、気持ちやゆとりの面で、

機会を捉えてそういう話をしていきたい。 

 

５．発言者 

①高山から新宮に通じる道路は、道幅が狭く、街灯がなく暗い。退勤時間

帯と子どもの下校時間が重なった場合が心配。道幅の拡幅の整備を検討

してほしい。 

②小中一貫教育の推進により補助員をつけてもらい、学校としては非常に

助かっている。特別な支援を求められているお子さんの割合が年々増え

ていることから、多くの子どもたちに支援できるよう、職員を配置して

ほしい。せめて学区でもう 1人配置してもらえれば。 

 

A．市長 

①現地を確認してみる 

②十日町小学校に併設して開設する発達支援センターは、小さい子から高

校生までいろいろな支援をできる施設にしていきたい。そういうチーム

ができるので、相談してほしい。学校でのサポートについては、教育委

員会と相談してどこまで要望に応えられるか検討する。 

 

 


